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代
だい

エジプトのツタンカーメン王
おう

の
墓
はか

にはさまざまな副
ふく

葬
そう

品
ひん

が納
おさ

めら
れており、これまで多

おお

くの考
こう

古
こ

学
がく

者
しゃ

の研
けん

究
きゅう

対
たい

象
しょう

となってきましたが、ツタンカー
メン王

おう

のミイラのそばにあった鉄
てつ

製
せい

の短
たん

剣
けん

が地
ち

球
きゅう

に落
お

ちてきた隕
いん

石
せき

を材
ざい

料
りょう

にしてつくられたも
のであることが明

あき

らかになりました。
　イタリアのミラノ工

こう

科
か

大
だい

学
がく

、ピサ大
だい

学
がく

、カ
イロにあるエジプト考

こう

古
こ

学
がく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

などの研
けん

究
きゅう

者
しゃ

たちは、蛍
けい

光
こう

X線
せん

分
ぶん

析
せき

と呼
よ

ばれる技
ぎ

術
じゅつ

を用
もち

いて、ツタンカーメン
王
おう

の短
たん

剣
けん

を分
ぶん

析
せき

しまし
た。その結

けっ

果
か

、短
たん

剣
けん

の主
しゅ

成
せい

分
ぶん

の鉄
てつ

に加
くわ

え
て、 約

やく

10％のニッケ

ル、約
やく

0.6％のコバルトを含
ふく

むことが判
はん

明
めい

しま
した。過

か

去
こ

に地
ち

球
きゅう

に落
お

ちてきた隕
いん

石
せき

の成
せい

分
ぶん

と
照
しょう

合
ごう

したところ、成
せい

分
ぶん

比
ひ

率
りつ

が非
ひ

常
じょう

によく似
に

た
隕
いん

石
せき

が見
み

つかり、短
たん

剣
けん

が隕
いん

石
せき

を材
ざい

料
りょう

につくら
れたと判

はん

断
だん

されました。
研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

をまとめた論
ろん

文
ぶん

には、装
そう

飾
しょく

品
ひん

や
儀

ぎ

式
しき

用
よう

の道
どう

具
ぐ

をつくるのに隕
いん

石
せき

を集
あつ

めていた
可

か

能
のう

性
せい

も触
ふ

れられており、古
こ

代
だい

エジプトの
人
ひと

々
びと

は隕
いん

石
せき

の価
か

値
ち

を充
じゅう

分
ぶん

に理
り

解
かい

していたので
はないかと考

かんが

えられています。� （斉
さい

藤
とう

勝
かつ

司
じ

）

　
化

か

学
がく

研
けん

究
きゅう

所
しょ

仁
に　しな

科加
か

速
そく

器
き

研
けん

究
きゅう

セン
ターの森

もり

田
た

浩
こう

介
すけ

グループディレク
ターらが発

はっ

見
けん

した113番
ばん

元
げん

素
そ

の
名
めい

称
しょう

案
あん

が、６月
がつ

８日
か

に国
こく

際
さい

純
じゅん

正
せい

・応
おう

用
よう

化
か

学
がく

連
れん

合
ごう

（IUPAC）より発
はっ

表
ぴょう

されました。その
名

な

も「ニホニウム」（Nh）です。

翌
よく

日
じつ

の記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

で森
もり

田
た

先
せん

生
せい

は、「日
に

本
ほん

で
発
はっ

見
けん

されたことがわかることにこだわり、日
に

本
ほん

語
ご

の国
こく

名
めい

にちなんだ名
めい

称
しょう

になった。教
きょう

科
か

書
しょ

に載
の

る元
げん

素
そ

周
しゅう

期
き

表
ひょう

に、アジアの一
いち

員
いん

である日
に

本
ほん

が発
はっ

見
けん

したニホニウムの名
な

前
まえ

が刻
きざ

まれる意
い

義
ぎ

は大
おお

きい。日
に

本
ほん

の学
がく

生
せい

たちが科
か

学
がく

を学
まな

ぶき
っかけになれば」と語

かた

りました。KoKaからの
「子

こ

供
ども

たちにメッセージを」という質
しつ

問
もん

には、
「興

きょう

味
み

を持
も

ったことをとことん突
つ

き詰
つ

めてやっ
てください」（森

もり

田
た

先
せん

生
せい

）、「失
しっ

敗
ぱい

を恐
おそ

れず、
失
しっ

敗
ぱい

してもそれを糧
かて

にして根
こん

気
き

よく取
と

り組
く

め
ば、必

かなら

ず思
おも

いはかないます」（森
もり

本
もと

先
せん

生
せい

）とそ
れぞれ答

こた

えていただきました。名
めい

称
しょう

案
あん

は５か
月
げつ

間
かん

、一
いっ

般
ぱん

の意
い

見
けん

公
こう

募
ぼ

を行
おこな

い問
もん

題
だい

がなけれ
ば、年

ねん

内
ない

にも正
せい

式
しき

決
けっ

定
てい

して元
げん

素
そ

周
しゅう

期
き

表
ひょう

に載
の

る予
よ

定
てい

です。� （編
へん

集
しゅう

部
ぶ

）

古
こ

理
り

古
こ

理
り

ツタンカーメン王の短剣は
隕石でつくられていた！

分析されたツタンカーメン王の短剣。（©Polytechnic University of Milan）

記者会見で喜びを語る森田グループディレクター（右）と森本
幸司チームリーダー。

113番元素の名前はニホニウム！




